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(57)【要約】
【課題】入力画像を、斜めから見た場合に識別可能であ
り色ずれのない画像に、高速に変換する画像変換装置を
実現する。
【解決手段】本発明の液晶表示装置（画像変換装置）１
は、外部から入力された画像信号が表わす画像を構成す
る各ユニットに対して、画像全体の特性値、及び、自ユ
ニットに隣接する画像の特性値の少なくとも１つ、並び
に、自ユニットの輝度値を用いて、使用するルックアッ
プテーブルを選択し、選択したルックアップテーブルを
用いて入力された画像信号を、明画像を表わす画像信号
と暗画像を表わす画像信号とに変換するインターフェイ
ス回路２と、変換して得られる画像信号を元に明画像、
及び、暗画像を合成して画像を液晶パネル４に表示する
ための液晶駆動回路３とを備えているので、ユーザが斜
めから見た場合に表示内容が識別可能であって、色ずれ
のない画像に、高速に変換することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像を出力画像に変換する画像変換装置であって、
　上記入力画像の領域を分割して得られる複数の領域の各々を表わすユニットに関する特
性値を、ユニット特性値として算出するユニット特性値算出手段と、
　上記ユニットに隣接する複数の画素を少なくとも含む所定の画像領域から、当該画像領
域に関する特性値を、画像領域特性値として算出する画像領域特性値算出手段と、
　各入力輝度値に対して暗輝度値を対応付けた複数の異なる暗ルックアップテーブルのう
ち、上記ユニット特性値および画像領域特性値の組み合わせに対応する暗ルックアップテ
ーブルを用いて、上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記
暗輝度値に変換することによって、暗画像を生成する暗画像生成手段と、
　各入力輝度値に対して、当該入力輝度値に対応する上記暗輝度値以上の値の明輝度値を
対応付けた複数の異なる明ルックアップテーブルのうち、上記ユニット特性値および画像
領域特性値の組み合わせに対応する明ルックアップテーブルを用いて、上記入力画像を構
成する各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記明輝度値に変換することによって、
明画像を生成する明画像生成手段と、
　上記明画像および上記暗画像を、上記ユニットごとに混合することによって上記出力画
像を生成する画像生成手段とを備えている画像変換装置。
【請求項２】
　上記所定の画像領域は、上記入力画像の全領域であることを特徴とする、
請求項１に記載の画像変換装置。
【請求項３】
　上記所定の画像領域は、上記ユニットに隣接する複数の画素からなる領域であることを
特徴とする、
請求項１に記載の画像変換装置。
【請求項４】
　上記画像領域特性値は、上記画像領域に含まれる画素の輝度の平均値を含むことを特徴
とする、
請求項１から３までのいずれか１項に記載の画像変換装置。
【請求項５】
　上記画像領域特性値は、上記画像領域に含まれる画素の輝度の最大値と最小値との平均
値を含むことを特徴とする、
請求項１から３までのいずれか１項に記載の画像変換装置。
【請求項６】
　上記画像領域特性値は、上記画像領域に含まれる画素の輝度の最頻値を含むことを特徴
とする、
請求項１から３までのいずれか１項に記載の画像変換装置。
【請求項７】
　上記暗画像生成手段は、
上記ユニットに含まれる画素の輝度の平均値から上記画像領域に含まれる画素の輝度の平
均値を減じた値が小さくなるほど、上記ユニットに含まれる画素の輝度の平均値に対して
対応づけられた上記暗輝度値が小さい上記暗ルックアップテーブルを用いて暗画像を生成
し、
　上記明画像生成手段は、
上記ユニットに含まれる画素の輝度の平均値から上記画像領域に含まれる画素の輝度の平
均値を減じた値が小さくなるほど、上記ユニットに含まれる画素の輝度の平均値に対して
対応づけられた上記明輝度値が大きい上記明ルックアップテーブルを用いて明画像を生成
することを特徴とする、
請求項４に記載の画像変換装置。
【請求項８】



(3) JP 2010-14909 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

　請求項１から７までのいずれか１項に記載の画像変換装置を備え、
　上記画像変換装置によって入力画像から変換された出力画像を表示することを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項９】
　負の誘電率異方性を有し、電圧無印加時に略垂直配向する液晶分子を含む液晶層を備え
ていることを特徴とする、
請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　入力画像を出力画像に変換する画像変換方法であって、
　上記入力画像の領域を分割して得られる複数の領域の各々を表わすユニットに関する特
性値を、ユニット特性値として算出するユニット特性値算出工程と、
　上記ユニットに隣接する複数の画素を少なくとも含む所定の画像領域から、当該画像領
域に関する特性値を、画像領域特性値として算出する画像領域特性値算出工程と、
　各入力輝度値に対して暗輝度値を対応付けた複数の異なる暗ルックアップテーブルのう
ち、上記ユニット特性値および画像領域特性値の組み合わせに対応する暗ルックアップテ
ーブルを用いて、上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記
暗輝度値に変換することによって、暗画像を生成する暗画像生成工程と、
　各入力輝度値に対して、当該入力輝度値に対応する上記暗輝度値以上の値の明輝度値を
対応付けた複数の異なる明ルックアップテーブルのうち、上記ユニット特性値および画像
領域特性値の組み合わせに対応する明ルックアップテーブルを用いて、上記入力画像を構
成する各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記明輝度値に変換することによって、
明画像を生成する明画像生成工程と、
　上記明画像および上記暗画像を、上記ユニットごとに混合することによって上記出力画
像を生成する画像生成工程とを含んでいる画像変換方法。
【請求項１１】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の画像変換装置を動作させるプログラムであ
って、コンピュータを上記の各手段として機能させるための画像変換プログラム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の画像変換プログラムを記録しているコンピュータ読み取り可能な記
録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、斜めから見た場合に色ずれがほとんど生じないように画像を高速で変換する画
像変換装置、画像変換方法、液晶表示装置、画像変換プログラム、及び、記録媒体に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネル、特にＶＡ（垂直配向）型の液晶パネルにおいて、正面から見た場合におけ
る画像と、斜めから見た場合における画像とで見た目の印象が異なるという現象が生じる
。この現象はＶＡ型の液晶パネルにおいて、斜めから見た場合において画像が淡く白っぽ
く見えるため、一般に白茶け現象と呼ばれている。
【０００３】
　また、白茶け現象は特にＶＡ（垂直配向）型の液晶パネルにおいて、正面から見た場合
の画像の階調－輝度特性と、斜めから見た場合の画像の階調－輝度特性とにズレが生じる
ために発生する現象である。ここで、階調－輝度特性のズレとは、具体的には図１２に示
すように、正面から見た場合の画像は、階調値が大きくなるほど輝度が大きくなるが、斜
めから見た場合の画像は、ある階調の範囲において階調値が大きくなっても、輝度が大き
くならなかったり、逆に輝度が小さくなったりすること（階調反転）である。
【０００４】
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　図１３は、白茶け現象が発生する画像を、正面から見た場合の画像（ａ）と、斜めから
見た場合の画像（ｂ）を示す図である。この画像は、駆動電圧が１Ｖの画像領域３１、駆
動電圧が３Ｖの画像領域３２、及び、駆動電圧が５Ｖの画像領域３３で構成されている。
【０００５】
　この画像を正面から見た場合、階調値が大きくなるほど輝度が大きくなるために、図１
３（ａ）のように、階調値が大きくなるほど明るく表示されるが、斜めから見ると、階調
反転が発生するために、図１３（ｂ）の画像領域３２のように、画像領域３３よりも階調
が小さいにも関わらず、明るく見えてしまう。
【０００６】
　この白茶け現象を解決する画像処理方法が特許文献１に開示されている。
【０００７】
　具体的には、特許文献１に開示されている画像処理方法の一実施形態において、元画像
の各画素の入力階調に対してルックアップテーブル（ＬＵＴ）を用いて、入力階調に対応
する明暗２つの出力階調を作成し、元画像の各画素を、作成された出力階調が明るい画素
と出力階調が暗い画素とを組み合わせた複数の画素に置き換えたり（空間分割）、元画像
の各画素を出力階調が明るい画素に置き換えた画像フレームと元画像の各画素を出力階調
が暗い画素に置き換えた画像フレームとを交互に表示したり（時間分割）、空間分割及び
時間分割を組み合わせたりしている。
【０００８】
　図１４は、上記画像処理方法を用いて得られる画像を斜め６０度から見た場合の階調－
輝度特性を示している。点線で示された曲線が、上記画像処理方法を用いて得られる画像
の階調－輝度特性であり、その他の曲線が、上記画像処理方法を用いずに得られる画像の
階調－輝度特性を示している。また、図１５は、図１３における白茶け現象が発生する画
像を上記画像処理方法を用いて変換し、変換によって得られた画像を正面から見た場合の
画像（ａ）と、変換によって得られた画像を斜めから見た場合の画像（ｂ）を示す図であ
る。この画像は、駆動電圧が１Ｖの画像領域４１、駆動電圧が１Ｖの暗領域と駆動電圧が
５Ｖの明領域とを組み合わせて表示する画像領域４２、及び、駆動電圧が５Ｖの画像領域
４３で構成されている。上記画像処理方法を行わない場合に白茶け（階調反転）が発生す
る中間調領域（駆動電圧３Ｖ付近）の画像を、駆動電圧１Ｖの暗領域と駆動電圧５Ｖの明
領域とを組み合わせて表示することにより、斜めから見ても階調反転が起こらないことが
わかる。
【０００９】
　しかし、上記実施形態に係る画像処理方法には、斜めから見た場合における画像におい
て白茶け現象を抑えることはできるものの、輝度が低下してしまうという問題が生じる。
【００１０】
　図１７は、上記画像処理方法を用いて得られる画像を斜め６０度から見た場合の階調－
輝度特性を示している。点線で示された曲線が、上記画像処理方法を用いて得られる画像
の階調－輝度特性であり、その他の曲線が、上記画像処理方法を用いずに得られる画像の
階調－輝度特性を示している。図１７の上記画像処理方法を用いて得られる画像を斜め６
０度から見た場合の階調－輝度特性は、上記画像処理方法を用いずに得られる画像を斜め
６０度から見た場合の階調－輝度特性に比べて、特に中間調領域において輝度が低下して
いることがわかる。
【００１１】
　図１８は、低階調領域６１、中間調領域６２、及び、高階調領域６３で構成されている
画像である。図１８（ａ）、図１８（ｂ）は両方とも、低階調領域６１が１Ｖの画素で構
成されており、高階調領域６３が、５Ｖの画素で構成されている。また、図１８（ａ）の
中間調領域６２は、３Ｖの画素で構成されており、図１８（ｂ）の中間調領域６２は１Ｖ
の画素と５Ｖの画素の組み合わせで構成されている。図１８（ｂ）の中間調領域６２は、
図１８（ａ）の中間調領域６２に比べ輝度が小さく、低階調領域６１との境界線が見づら
くなる。さらに、画像を構成する各画素の駆動電圧の範囲が１．０Ｖ～３．５Ｖであるよ
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うな状態の場合、上記実施形態に係る画像処理方法を用いなくても階調反転が起こらない
ので、画像処理方法を用いた場合に、輝度が小さくなるというデメリットだけが生じるこ
とになる。
【００１２】
　上記の輝度が低下してしまう問題を解決する画像処理方法が特許文献１の別の一実施形
態に開示されている。
【００１３】
　上記別の一実施形態に係る画像処理方法の一実施例は、図１９に示すように、複数のル
ックアップテーブルを用い、各画素のＲＧＢ毎に適用するルックアップテーブルを変える
ことにより、輝度の低下を抑えている。具体的には、各画素のＲＧＢのうち、輝度が最大
のものには、明暗２つの出力画素の輝度差が小さくなるルックアップテーブルを用い、輝
度が最小のものには輝度差が大きくなるルックアップテーブルを用い、輝度が最大でも最
小でもないものには輝度差が中程度となるルックアップテーブルを用いる。
【００１４】
　上記のようにＲＧＢの輝度差に応じて、ルックアップテーブルを使い分けることにより
、白茶け現象を抑えながら、輝度が低下してしまう現象を抑えることができる。
【００１５】
　しかしながら、上記従来の構成では、正面から見た場合における画像の明るさと、斜め
から見た場合における画像の明るさの差を小さくすることはできるものの、斜めから見た
場合の画像において、原理上色差が開くために画像によっては色ずれが発生するという問
題を生じる。
【００１６】
　図２０（ｂ）は、上記別の一実施形態に係る画像処理方法を用いて得られる画像を斜め
から見た場合における画像であり、図２０（ｃ）は、正面から見た場合の画像である。ま
た、図２０（ａ）は入力画像である。
【００１７】
　図２０（ａ）のように、入力画像を構成する多くの画素において、当該画素を構成する
ＲＧＢの輝度がＢ＞Ｇ＞Ｒである場合、上記別の一実施形態に係る画像処理方法を用いて
処理した画像は、斜めから見るとＢがより明るく、Ｒがより暗くなるため、色見が全体的
に水色がかってしまう。
【００１８】
　上記の色ずれが発生する問題を解決する画像処理方法が特許文献１の上記別の一実施形
態に係る別の一実施例に開示されている。
【００１９】
　上記別の一実施形態に係る画像処理方法の別の一実施例には、所定範囲内の輝度分布に
対する特定画素の輝度により処理すること、及び、ある画素の輝度と当該画素に隣接する
ｎ個の画素との輝度との関係で輝度差を変えることが開示されている。この実施例におい
て、上記画像処理方法は、斜めから見た場合に色ずれが発生するという問題を解決するこ
とができる。
【特許文献１】特開２００４－３０２２７０公報（２００４年１０月２８日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　しかしながら、上記従来の構成では、所定範囲内の輝度分布に対する特定画素の輝度に
より処理すること、及び、ある画素の輝度と当該画素に隣接するｎ個の画素との輝度との
関係で輝度差を変えることにより、色ずれが発生する問題を解決するものの、隣接する１
からｎ個の画素の輝度を１つ１つ参照して計算するために処理に時間がかかるという問題
を生じる。
【００２１】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、自ユニットに隣接
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する（または画像全体の）画素の特性（輝度の最大値、最小値、及び、平均値など）を算
出し、これらの値を用いて計算することにより、簡略かつ効率的に、色ずれの発生がない
ように画像を変換する画像変換装置、画像変換方法、画像変換プログラム、及び、記録媒
体を実現することにある。また、このような画像変換装置を備えた液晶表示装置を実現す
ることも本発明の目的の一つである。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明に係る画像変換装置は、上記課題を解決するために、
　入力画像を出力画像に変換する画像変換装置であって、
　上記入力画像の領域を分割して得られる複数の領域の各々を表わすユニットに関する特
性値を、ユニット特性値として算出するユニット特性値算出手段と、
　上記ユニットに隣接する複数の画素を少なくとも含む所定の画像領域から、当該画像領
域に関する特性値を、画像領域特性値として算出する画像領域特性値算出手段と、
　各入力輝度値に対して暗輝度値を対応付けた複数の異なる暗ルックアップテーブルのう
ち、上記ユニット特性値および画像領域特性値の組み合わせに対応する暗ルックアップテ
ーブルを用いて、上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記
暗輝度値に変換することによって、暗画像を生成する暗画像生成手段と、
　各入力輝度値に対して、当該入力輝度値に対応する上記暗輝度値以上の値の明輝度値を
対応付けた複数の異なる明ルックアップテーブルのうち、上記ユニット特性値および画像
領域特性値の組み合わせに対応する明ルックアップテーブルを用いて、上記入力画像を構
成する各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記明輝度値に変換することによって、
明画像を生成する明画像生成手段と、
　上記明画像および上記暗画像を、上記ユニットごとに混合することによって上記出力画
像を生成する画像生成手段とを備えていることを特徴としている。
【００２３】
　上記の構成によれば、画像変換装置は、ユニットに関する特性値を、ユニット特性値と
して算出する。例えば、画像変換装置は、ユニットに含まれる各画素の輝度の平均値をユ
ニット特性値として算出する。また、画像変換装置は、所定の画像領域から、当該画像領
域に関する特性値を、画像領域特性値として算出する。例えば、画像処理装置は、ユニッ
トに隣接する複数の画素からなる領域から、複数の画素の輝度の平均値、最小値、及び、
最大値を、画像領域特性値として算出する。また、画像領域特性値は、複数の画素の輝度
の平均値のみであってもよい。
【００２４】
　さらに、画像変換装置は、ユニット特性値および画像領域特性値に対応する明ルックア
ップテーブルを用いて、明画像を生成し、ユニット特性値および画像領域特性値に対応す
る暗ルックアップテーブルを用いて暗画像を生成し、明画像と暗画像を混合して出力画像
を生成することができるので、画素ごとに周囲の画素の輝度値を１つ１つ参照して計算せ
ずに、特性値を用いて、色ずれの発生がないように画像を変換することができる。即ち、
画像変換装置は、簡略かつ効率的に、色ずれの発生がないように画像を変換することがで
きるという効果を奏する。
【００２５】
　本発明に係る画像変換方法は、上記課題を解決するために、
　入力画像を出力画像に変換する画像変換方法であって、
　上記入力画像の領域を分割して得られる複数の領域の各々を表わすユニットに関する特
性値を、ユニット特性値として算出するユニット特性値算出工程と、
　上記ユニットに隣接する複数の画素を少なくとも含む所定の画像領域から、当該画像領
域に関する特性値を、画像領域特性値として算出する画像領域特性値算出工程と、
　各入力輝度値に対して暗輝度値を対応付けた複数の異なる暗ルックアップテーブルのう
ち、上記ユニット特性値および画像領域特性値の組み合わせに対応する暗ルックアップテ
ーブルを用いて、上記入力画像を構成する各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記
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暗輝度値に変換することによって、暗画像を生成する暗画像生成工程と、
　各入力輝度値に対して、当該入力輝度値に対応する上記暗輝度値以上の値の明輝度値を
対応付けた複数の異なる明ルックアップテーブルのうち、上記ユニット特性値および画像
領域特性値の組み合わせに対応する明ルックアップテーブルを用いて、上記入力画像を構
成する各画素の輝度値を、当該輝度値に対応する上記明輝度値に変換することによって、
明画像を生成する明画像生成工程と、
　上記明画像および上記暗画像を、上記ユニットごとに混合することによって上記出力画
像を生成する画像生成工程とを含んでいることを特徴としている。
【００２６】
　上記の構成によれば、本発明に係る画像変換装置と同様の作用効果を奏する。
【００２７】
　本発明に係る画像変換装置は、
　上記所定の画像領域が、上記入力画像の全領域であることが望ましい。
【００２８】
　上記の構成によれば、上記画像領域特性値をさらに高速に算出することができるという
効果を奏する。
【００２９】
　本発明に係る画像変換装置は、
　上記所定の画像領域が、上記ユニットに隣接する複数の画素からなる領域であることが
望ましい。
【００３０】
　本発明に係る画像変換装置は、
　上記画像領域特性値に、上記画像領域に含まれる画素の輝度の平均値が含まれることが
望ましい。
【００３１】
　本発明に係る画像変換装置は、
　上記画像領域特性値に、上記画像領域に含まれる画素の輝度の最大値と最小値との平均
値が含まれることが望ましい。
【００３２】
　本発明に係る画像変換装置は、
　上記画像領域特性値に、上記画像領域に含まれる画素の輝度の最頻値が含まれることが
望ましい。
【００３３】
　本発明に係る画像変換装置は、
　上記暗画像生成手段が、
上記ユニットに含まれる画素の輝度の平均値から上記画像領域に含まれる画素の輝度の平
均値を減じた値が小さくなるほど、上記ユニットに含まれる画素の輝度の平均値に対して
対応づけられた上記暗輝度値が小さい上記暗ルックアップテーブルを用いて暗画像を生成
し、
　上記明画像生成手段が、
上記ユニットに含まれる画素の輝度の平均値から上記画像領域に含まれる画素の輝度の平
均値を減じた値が小さくなるほど、上記ユニットに含まれる画素の輝度の平均値に対して
対応づけられた上記明輝度値が大きい上記明ルックアップテーブルを用いて明画像を生成
することが望ましい。
【００３４】
　上記の構成によれば、色ずれをより改善することができるという効果を奏する。
【００３５】
　本発明に係る液晶表示装置は、上記画像変換装置によって入力画像から変換された出力
画像を表示することを特徴としている。
【００３６】
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　上記液晶表示装置は、負の誘電率異方性を有し、電圧無印加時に略垂直配向する液晶分
子を含む液晶層を備えていることが望ましい。
【００３７】
　なお、上記画像変換装置は、コンピュータによって実現しても良い。この場合、コンピ
ュータを上記各手段として動作させることにより上記画像変換装置をコンピュータにおい
て実現する画像変換プログラム、およびその画像変換プログラムを記録したコンピュータ
読み取り可能な記録媒体も本発明の範疇に入る。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明に係る画像変換装置は、以上のように、ユニットに関する特性値を、ユニット特
性値として算出し、所定の画像領域から、当該画像領域に関する所定の特性値を、画像領
域特性値として算出する。次に、画像変換装置は、各入力輝度値に対して暗輝度値を対応
付けた暗ルックアップテーブルであって、ユニット特性値および画像領域特性値に対応す
る暗ルックアップテーブルを用いて、暗画像を生成する。さらに、画像変換装置は、各入
力輝度値に対して暗輝度値以上の値である明輝度値を対応付けた明ルックアップテーブル
であって、ユニット特性値および画像領域特性値に対応する明ルックアップテーブルを用
いて明画像を生成する。その後生成された暗画像と明画像とを混合して出力画像を生成す
る。
【００３９】
　これにより、簡略かつ効率的に、色ずれの発生がないように画像を変換することができ
るという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４０】
　〔実施形態１〕
　本発明に係る液晶表示装置の一実施形態について図１、図２、図５～図８、図１１、及
び、図１６を用いて説明する。
【００４１】
　（液晶表示装置１の構成）
　本実施形態に係る液晶表示装置１の構成について図１を参照して以下に説明する。図１
は、液晶表示装置１の要部構成を表わすブロック図である。液晶表示装置１は、システム
装置１０から入力される映像信号に基づいて、画像全体の特性値（最大輝度値、最小輝度
値、及び、平均輝度値など）を算出する。また、液晶表示装置１は、画像を構成する各ユ
ニットについて、自ユニットに隣接する画像データの特性値（最大輝度値、最小輝度値、
及び、平均輝度値など）、及び、ユニット自身の輝度値を算出する。液晶表示装置１は、
算出された画像全体の特性値、ユニットに隣接する画像の特性値、及び、ユニットの輝度
値を基に、ルックアップテーブルを選択して２つの輝度値（高輝度値、及び、低輝度値）
を算出し、各ユニットについて、ユニットを構成する画素を、算出した高輝度値を持つ画
素と低輝度値を持つ画素とに変換して表示する。
【００４２】
　液晶表示装置１は、インターフェイス回路２、液晶駆動回路３、液晶パネル４、ルック
アップテーブル５、白茶け補正レベル格納部６、及び、画像データ格納部７を備えている
。
【００４３】
　（液晶表示装置１の動作）
　本実施形態に係る液晶表示装置１の動作について図２、図５、及び、図６を用いて説明
する。図２は、システム装置１０から液晶表示装置１に映像信号が入力された場合におけ
る液晶表示装置１の動作を表わすフローチャートである。また、図５、及び、図６は、図
２のフローチャートから呼び出されるサブルーチンのフローチャートである。
【００４４】
　Ｓ１において、インターフェイス回路２は、システム装置１０から入力された映像信号
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を受信すると、受信した映像信号に基づいて得られる画像について、画像の解像度変換を
行う。画像の解像度変換を行った後、画像を構成する各ユニットについてＲＧＢ各色の輝
度値を算出する。また、画像データを画像データ格納部７に格納してＳ２に進む。ユニッ
トについては、後述する。
【００４５】
　Ｓ２において、インターフェイス回路２は、Ｓ１において画像データ格納部７に格納し
た画像データ全体を用いて、ＲＧＢ各色に対する画像データ全体の特性値（最大輝度値、
最小輝度値、及び、平均輝度値など）を計算し、Ｓ３に進む。ここで、これらの特性値は
明暗強調用の白茶け補正のために使用される。Ｓ３において、インターフェイス回路２は
、Ｓ２において計算した特性値、及び、所定の明暗強調用マージン値を用いて、ＲＧＢ各
色に対する平均以上閾値、及び、平均以下閾値を算出する。
【００４６】
　Ｓ４において、インターフェイス回路２は、画像を構成する複数のユニットの中から、
まだ明暗強調白茶け補正レベル、及び、輪郭強調白茶け補正レベルを計算していないユニ
ットを１つ選択し、Ｓ５の明暗強調白茶け補正レベル計算処理サブルーチンに進む。Ｓ５
は、図５におけるＳ３１～Ｓ３３に対応する。
【００４７】
　Ｓ３１において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢの中で明暗強調白茶け補正レベル
を計算していない色のうちいずれか１色に対し、Ｓ２において算出した画像データ全体の
特性値、及び、自ユニットの輝度値、並びに、Ｓ３において算出した平均以上閾値及び平
均以下閾値を用いて、明暗強調白茶け補正レベルを計算し、Ｓ３２に進む。Ｓ３２におい
て、インターフェイス回路２は、Ｓ３１において計算した明暗強調白茶け補正レベルの値
を白茶け補正レベル格納部６に格納し、Ｓ３３に進む。
【００４８】
　Ｓ３３において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ全てについて明暗強調白茶け補正
レベルを計算したか否かを判定する。ＲＧＢ全てについて明暗強調白茶け補正レベルを計
算した場合（Ｓ３３においてＹＥＳ）、Ｓ６の輪郭強調白茶け補正レベル計算処理サブル
ーチンに進む。ここで、Ｓ６は、図６におけるＳ４１～Ｓ４５に対応する。また、ＲＧＢ
の少なくとも１つに対し、明暗強調白茶け補正レベルを計算していない場合（Ｓ３３にお
いてＮＯ）、Ｓ３１に戻る。
【００４９】
　Ｓ４１において、インターフェイス回路２は、画像データ格納部７に格納した画像デー
タのうち自ユニットに隣接する画像を用いて、ＲＧＢ各色に対して、自ユニットに隣接す
る画像データの特性値（最大輝度値、最小輝度値、及び、平均輝度値）を計算し、Ｓ４２
に進む。ここで、これらの特性値は輪郭強調用の白茶け補正のために使用される。Ｓ４２
において、インターフェイス回路２は、Ｓ４１において計算した特性値、及び、所定の輪
郭強調用マージン値を用いて、ＲＧＢ各色に対して平均以上閾値、及び、平均以下閾値を
算出する。
【００５０】
　Ｓ４３において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢの中で輪郭強調白茶け補正レベル
を計算していない色のうちいずれか１色に対し、Ｓ４１において算出した自ユニットに隣
接する画像の特性値、及び、自ユニットの輝度値、並びに、Ｓ４２において算出した平均
以上閾値、及び、平均以下閾値を用いて、輪郭強調白茶け補正レベルを計算し、Ｓ４４に
進む。Ｓ４４において、インターフェイス回路２は、白茶け補正レベル格納部６の値に、
Ｓ４３において計算した明暗強調白茶け補正レベルの値を加算し、Ｓ４５に進む。
【００５１】
　Ｓ４５において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ全てについて輪郭強調白茶け補正
レベルを計算したか否かを判定する。ＲＧＢ全てについて輪郭強調白茶け補正レベルを計
算した場合（Ｓ４５においてＹＥＳ）、Ｓ７に進む。また、ＲＧＢの少なくとも１つに対
し輪郭強調白茶け補正レベルを計算していない場合（Ｓ４５においてＮＯ）、Ｓ４３に戻
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る。
【００５２】
　Ｓ７において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ各色について各々、白茶け補正レベ
ル格納部の値に応じた所定のルックアップテーブル（ＬＵＴ）をルックアップテーブル５
から選択する。また、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ各色について各々、選択された
ルックアップテーブルを用いて、自ユニットを構成する明状態の輝度値、及び、暗状態の
輝度値を算出し、Ｓ８に進む。
【００５３】
　明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を算出していないユニットが存在する場合（Ｓ
８においてＹＥＳ）、Ｓ４に戻る。ユニットが存在しない場合（Ｓ８においてＮＯ）、Ｓ
９に進む。
【００５４】
　Ｓ９において、インターフェイス回路２は、Ｓ７において算出した各ユニットの明状態
の輝度値、及び、暗状態の輝度値を液晶駆動回路３に出力する。液晶駆動回路３は、入力
された各ユニットの明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を元に、各ユニットについて
、ユニットを構成する画素の一部の輝度値が明状態の輝度値になり、ユニットを構成する
残りの画素の輝度値が暗状態の輝度値になるように、液晶パネル４の各画素に駆動電圧を
印加する。これにより液晶パネル４に全体画像が表示される。
【００５５】
　（ユニット）
　画像を構成するユニットについて図１６を用いて説明する。
【００５６】
　ユニットとは、複数の画素を組み合わせた画素群、または、複数フレームからなり各フ
レームが１つ以上の画素（群）から構成される画素群を意味する。
【００５７】
　ユニットを構成する画素の一部を、ある輝度値を持つ画素とし、残りの画素を別の輝度
値を持つ画素とし、２つの異なる輝度値をもつ画素を交互に配置したり、交互に表示した
りすることにより、そのユニットは、人間の目から見て中間調になる。
【００５８】
　例えば、図１６（ａ）に示すように、ユニットが、ある輝度値を持つ画素５１と別の輝
度値を持つ画素５２とにより構成されている場合、画素５１の領域は、画素５２の領域、
及び、ユニットの境界により、複数の領域に分割される。同様に、画素５２の領域は、画
素５１の領域、及び、ユニットの境界により、複数の領域に分割される。ここで、画素５
１の数と画素５２の数とが等しく、画素５１の領域の数、及び、画素５２の領域の数が多
いほど、より多くの人間の目から見て、ユニットの階調が中間調に見えるようになる。
【００５９】
　また、図１６（ｂ）に示すように、ユニットが、ある輝度値を持つ画素５１と別の輝度
値を持つ５２とにより構成され、フレームが切り替わると、画素５１が表示されていた領
域の画素の輝度値が、画素５２が表示されていた領域の画素の輝度値となり、画素５２が
表示されていた領域の画素の輝度値が、画素５１が表示されていた領域の画素の輝度値と
なるものとする。この場合、フレームが高速に切り替わることにより、人間の目から見て
、ユニットの階調が中間調に見えるようになる。
【００６０】
　なお、ユニットの具体例として、図１６（ａ）、及び、図１６（ｂ）を挙げたが、ユニ
ットとはこれらに限られるものではなく、１フレームに含まれる画素の数はいくつであっ
てもよい。また、ユニットが複数フレームで構成される場合、フレーム数はいくつであっ
てもよい。さらに、ユニットを構成する、ある輝度値を持つ画素の数と、異なる輝度値を
持つ画素の数が等しくなくても良い。
【００６１】
　（実施例）
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　本実施形態の１実施例について、図２、図７、図８、及び、図１１を用いて説明する。
【００６２】
　まず、本実施例で使用するパラメータについて説明する。
【００６３】
　図７で示される３組（明・暗セット）のＬＵＴに割り当てられたパラメータを表１に示
す。
【００６４】
【表１】

【００６５】
　このように、３組のＬＵＴにパラメータを割り当てておくことにより、白茶け補正レベ
ルの値をそのまま、階調変換（図２のＳ７）のために使用することができる。
【００６６】
　次に、本実施例において使用するパラメータの種類と各パラメータのとりうる値につい
て表２に示す。
【００６７】
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【表２】

【００６８】
　なお、これらのパラメータの種類、及び、各パラメータのとりうる値の範囲、並びに、
ルックアップテーブル（ＬＵＴ）は、あくまで本実施例において設定した一参考例であり
、本実施形態に係る液晶表示装置は、これに限定されるものではない。
【００６９】
　次に、本実施例における液晶表示装置１の動作を具体的に説明する。なお、入力される
映像信号が表わす画像は、図１１（ａ）の画像である。
【００７０】
　まず、液晶表示装置１のインターフェイス回路２は、画像の解像度変換を行う。ここで
行う解像度変換とは、入力画像の解像度を、出力するユニット数に対応する解像度に変換
する工程である。
【００７１】
　本実施例では入力画像の解像度を４８０画素×３２０画素、１ユニットの構成を２画素
×２画素とし、出力する解像度を４８０ユニット×３２０ユニットとし、９６０画素×６
４０画素の解像度を持つ液晶表示装置に出力する場合において説明する。
【００７２】
　図８は、入力画像の１画素に着目した場合について、本実施形態に係る液晶表示装置に
おいて行われる、画像の解像度変換（図８（ａ）の１画素から図８（ｂ）の２×２画素へ
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の変換）、及び、解像度変換された画像を明階調と暗階調とからなる画像に変換（図８（
ｂ）の画像から図８（ｃ）の画像への変換）して出力することを示している。なお、本実
施形態における液晶表示装置の各画素はＲＧＢの３色のサブピクセルから成り立っており
、本実施例の解像度変換の適用後では２×２画素で１ユニットが構成されるため、各色４
つのサブピクセルから成り立つユニットとして表示される。各色４つのサブピクセルのう
ち、２つのサブピクセル（２１ａ、２２ａ、２３ａ）を高輝度、残りの２つのサブピクセ
ル（２１ｂ、２２ｂ、２３ｂ）を低輝度にて表示する。
【００７３】
　図８に示すように、本実施形態に係る液晶表示装置において、入力される映像信号が表
わす画像を構成する図８（ａ）の各画素が、図８（ｂ）のように、縦横それぞれ２倍され
る（ユニット）。次に得られた画像データを画像データ格納部７に格納する。また、所定
の明暗強調用マージン値、及び、輪郭強調用マージン値は、予め画像データ格納部７に格
納されている。本実施例においては、明暗強調用マージン値＝０．３、輪郭強調用マージ
ン値＝０．１とする。
【００７４】
　なお、本実施例において、図８（ｂ）の入力ユニットから明画像と暗画像とが作成、及
び、合成されて、図８（ｃ）の出力ユニットになることを示している。この場合、入力解
像度とユニット出力解像度とが等しくなるので、元画像の階調値と自ユニットの階調値と
が等しくなり、図２のＳ１における各ユニット階調の算出を省略することができる。
【００７５】
　次に、Ｓ２において、インターフェイス回路２は、画像データ全体における最大輝度階
調、最小輝度階調、及び、平均輝度階調を算出する。本実施例において、Ｒの最大輝度階
調／Ｒの最小輝度階調／Ｒの平均輝度階調＝２００／０／１００である。なお算出は、Ｒ
ＧＢ各色について行われるが、簡略のため、Ｒ一色に関する値のみを具体例として示す。
【００７６】
　Ｓ３において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ各色について次の式に示すように平
均以上閾値、及び、平均以下閾値を算出する。ここでは、Ｒ一色についてのみ具体例を示
す。
【００７７】
　　Ｒの平均以上閾値＝（Ｒの最大輝度階調－Ｒの平均輝度階調）＊明暗強調用マージン
＋Ｒの平均輝度階調
　　Ｒの平均以下閾値＝Ｒの平均輝度階調－（Ｒの最大輝度階調－Ｒの平均輝度階調）＊
明暗強調用マージン
すなわち、Ｒの平均以上閾値＝（２００－１００）＊０．３＋１００＝１３０、Ｒの平均
以下閾値＝１００－（２００－１００）＊０．３＝７０となる。
【００７８】
　Ｓ４において、インターフェイス回路２は、処理対象のユニットを選択し、Ｓ５におい
て、選択したユニットに対して、ＲＧＢ各色について明暗強調白茶け補正レベルを計算す
る。白茶け補正レベルは以下の式で表わされる。ここでは、Ｒ一色についてのみ具体例を
示す。
Ｒの自ユニットの輝度階調＞Ｒの平均輝度階調の場合、
　　Ｒの白茶け補正レベル＝（Ｒの自ユニットの輝度階調―Ｒの平均輝度階調）／（Ｒの
平均以上閾値－Ｒの平均輝度階調）
Ｒの自ユニットの輝度階調＜Ｒの平均輝度階調の場合、
　　Ｒの白茶け補正レベル＝（Ｒの自ユニットの輝度階調―Ｒの平均輝度階調）／｜（Ｒ
の平均以下閾値－Ｒの平均輝度階調）｜
Ｒの自ユニットの輝度階調＝Ｒの平均輝度階調の場合、
　　Ｒの白茶け補正レベル＝０
すなわち、選択したユニットが、Ｒの自ユニットの輝度階調＝１４０である場合、Ｒの白
茶け補正レベル＝（１４０－１００）／（１３０－１００）＝１．３３となる。
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【００７９】
　なお、上記のように白茶け補正レベルの値を直線補完によって求めるのではなく、Ｒの
自ユニットの輝度階調値に対して重み付けをしてもよいし、補完しなくてもよい。
【００８０】
　次に、Ｓ６において、インターフェイス回路２は、選択したユニットに対してＲＧＢ各
色について輪郭強調白茶け補正レベルを計算する。Ｓ６は図６のＳ４１～Ｓ４５に対応す
る。
【００８１】
　まず、Ｓ４１において、インターフェイス回路２は、自ユニットに隣接する画像におけ
る最大輝度階調、最小輝度階調、及び、平均輝度階調を算出する。処理している自ユニッ
トにおいて、Ｒの最大輝度階調／Ｒの最小輝度階調／Ｒの平均輝度階調＝２００／１００
／１５０であるとする。なお算出は、ＲＧＢ各色について行われるが、簡略のため、Ｒ一
色に関する値のみを具体例として示す。
【００８２】
　次に、Ｓ４２において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ各色について次の式に示す
ように平均以上閾値、及び、平均以下閾値を算出する。ここでは、Ｒ一色についてのみ具
体例を示す。
【００８３】
　　Ｒの平均以上閾値＝（Ｒの最大輝度階調－Ｒの平均輝度階調）＊輪郭強調用マージン
値＋Ｒの平均輝度階調
　　Ｒの平均以下閾値＝Ｒの平均輝度階調－（Ｒの最大輝度階調－Ｒの平均輝度階調）＊
輪郭強調用マージン値
すなわち、Ｒの平均以上閾値＝（２００－１５０）＊０．１＋１５０＝１５５、Ｒの平均
以下閾値＝１５０－（２００－１５０）＊０．１＝１４５となる。
【００８４】
　Ｓ４３において、インターフェイス回路２は、自ユニットに対して、ＲＧＢ各色につい
て輪郭強調白茶け補正レベルを計算する。白茶け補正レベルは以下の式で表わされる。こ
こでは、Ｒ一色についてのみ具体例を示す。
Ｒの自ユニットの輝度階調＞Ｒの平均輝度階調の場合、
　　Ｒの白茶け補正レベル＝Ｒの白茶け補正レベル＋（Ｒの自ユニットの輝度階調―Ｒの
平均輝度階調）／（Ｒの平均以上閾値－Ｒの平均輝度階調）
Ｒの自ユニットの輝度階調＜Ｒの平均輝度階調の場合、
　　Ｒの白茶け補正レベル＝Ｒの白茶け補正レベル＋（Ｒの自ユニットの輝度階調―Ｒの
平均輝度階調）／｜（Ｒの平均以下閾値－Ｒの平均輝度階調）｜
Ｒの自ユニットの輝度階調＝Ｒの平均輝度階調の場合、
　　Ｒの白茶け補正レベル＝Ｒの白茶け補正レベル
すなわち、選択したユニットが、Ｒの自ユニットの輝度階調＝１４０である場合、Ｒの白
茶け補正レベル＝１．３３＋（１４０－１５０）／｜（１４５－１５０）｜＝―０．６７
となる。
【００８５】
　なお、上記のように白茶け補正レベルの値を直線補完によって求めるのではなく、自ユ
ニットの輝度階調値に対して重み付けをしてもよいし、補完しなくてもよい。
【００８６】
　Ｓ７において、インターフェイス回路２は、得られた白茶け補正レベルの値に基づいて
、選択されたルックアップテーブル（ＬＵＴ）を用いて階調変換する。本実施例において
は、
　　白茶け補正レベル＜＝－１：－１のＬＵＴを使用
　　－１＜白茶け補正レベル＜０：－１のＬＵＴと０のＬＵＴとを直線補完して使用
　　白茶け補正レベル＝０：０のＬＵＴを使用
　　０＜白茶け補正レベル＜１：０のＬＵＴと１のＬＵＴとを直線補完して使用
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　　１＜＝白茶け補正レベル：１のＬＵＴを使用
に従ってＬＵＴを選択する。ここで、Ｒの白茶け補正レベル＝―０．６７であるので、０
のＬＵＴと－１のＬＵＴとを使用するが、Ｒの自ユニットの輝度階調＝１４０の場合、図
７に示すように、０のＬＵＴの明輝度、及び、暗輝度は、それぞれ、１８１、及び、７０
であり、－１のＬＵＴの明輝度、及び、暗輝度は、それぞれ、１９０、及び、２４である
。直接補完すると、明輝度は１８７、暗輝度は３９となる。
【００８７】
　なお、Ｓ７において直線補完によって明輝度、及び、暗輝度を算出したが、直線補完で
はなく、重み付けを行ってもよいし、補完を行わなくてもよい。
【００８８】
　次にＳ８において、明輝度、及び、暗輝度を算出していないユニットがあれば、次のユ
ニットの処理を行い、なければ、最後にＳ９において、インターフェイス回路２は、Ｓ７
において算出した各ユニットの明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を液晶駆動回路３
に出力する。液晶駆動回路３は、入力された各ユニットの明状態の輝度値、及び、暗状態
の輝度値を元に、各ユニットについて、ユニットを構成する画素の一部の輝度値が明状態
の輝度値になり、ユニットを構成する残りの画素の輝度値が暗状態の輝度値になるように
、液晶パネル４の各画素に駆動電圧を印加する。これにより液晶パネル４に全体画像が表
示される。
【００８９】
　（適用結果）
　図１１（ｂ）は、図１１（ａ）の画像のうち右半分を上記のアルゴリズムを用いて変換
して得られた画像を斜めから見た場合の画像である。また、図１１（ｃ）は、図１１（ａ
）の画像のうち右半分を上記のアルゴリズムを用いて変換すると共に、左半分を従来の手
法を用いて変換して得られた画像を正面から見た場合の画像である。従来の手法を用いて
変換された左半分と右半分とを比較すれば確認できるとおり、明暗強調と輪郭強調とを組
み合わせることにより、同じ色（階調）でも、周囲の状況にあわせて白茶けレベルを変化
させることにより、斜めから見た場合においても白茶けが少なく、見やすい画像を表示す
ることが可能となる。
【００９０】
　〔実施形態２〕
　本発明に係る液晶表示装置の別の一実施形態について図１、図３、及び、図５～図９を
用いて説明する。
【００９１】
　（液晶表示装置１の構成）
　本実施形態に係る液晶表示装置１の構成について図１を参照して以下に説明する。図１
は、液晶表示装置１の要部構成を表わすブロック図である。液晶表示装置１は、システム
装置１０から入力される映像信号に基づいて、画像全体の特性値（最大輝度値、最小輝度
値、及び、平均輝度値など）を算出する。また、液晶表示装置１は、画像を構成する各ユ
ニットについて、輝度値を算出する。液晶表示装置１は、算出された画像全体の特性値、
ユニットの輝度値を基に、使用するルックアップテーブルを選択して２つの輝度値（高輝
度値、及び、低輝度値）を算出し、各ユニットについて、ユニットを構成する画素を、算
出した高輝度値を持つ画素と低輝度値を持つ画素とに変換して表示する。
【００９２】
　液晶表示装置１は、インターフェイス回路２、液晶駆動回路３、液晶パネル４、ルック
アップテーブル５、白茶け補正レベル格納部６、及び、画像データ格納部７を備えている
。
【００９３】
　（液晶表示装置１の動作）
　本実施形態に係る液晶表示装置１の動作について図３、及び、図５を用いて説明する。
図３は、システム装置１０から液晶表示装置１に映像信号が入力された場合における液晶
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表示装置１の動作を表わすフローチャートである。また、図５は、図３のフローチャート
から呼び出されるサブルーチンのフローチャートである。
【００９４】
　Ｓ１１において、インターフェイス回路２は、システム装置１０から入力された映像信
号を受信すると、受信した映像信号に基づいて得られる画像について、画像の解像度変換
を行う。画像の解像度変換を行った後、画像を構成する各ユニットについてＲＧＢ各色の
輝度値を算出する。また、画像データを画像データ格納部７に格納してＳ１２に進む。ユ
ニットの説明については、実施形態１において行っているので省略する。
【００９５】
　Ｓ１２において、インターフェイス回路２は、Ｓ１１において画像データ格納部７に格
納した画像データ全体を用いて、ＲＧＢ各色に対する画像データ全体の特性値（最大輝度
値、最小輝度値、及び、平均輝度値など）を計算し、Ｓ１３に進む。ここで、これらの特
性値は明暗強調用の白茶け補正のために使用される。Ｓ１３において、インターフェイス
回路２は、Ｓ１２において計算した特性値、及び、所定の明暗強調用マージン値を用いて
、ＲＧＢ各色に対する平均以上閾値、及び、平均以下閾値を算出する。
【００９６】
　Ｓ１４において、インターフェイス回路２は、画像を構成する複数のユニットの中から
まだ明暗強調白茶け補正レベルを計算していないユニットを１つ選択し、Ｓ１５の明暗強
調白茶け補正レベル計算処理サブルーチンに進む。Ｓ１５は、図５におけるＳ３１～Ｓ３
３に対応する。
【００９７】
　Ｓ３１において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢの中で明暗強調白茶け補正レベル
を計算していない色のうちいずれか１色に対し、Ｓ１２において算出した画像データ全体
の特性値、及び、自ユニットの輝度値、並びに、Ｓ１３において算出した平均以上閾値、
及び、平均以下閾値を用いて、明暗強調白茶け補正レベルを計算し、Ｓ３２に進む。Ｓ３
２において、インターフェイス回路２は、Ｓ３１において計算した明暗強調白茶け補正レ
ベルの値を白茶け補正レベル格納部６に格納し、Ｓ３３に進む。
【００９８】
　Ｓ３３において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ全てに対し、明暗強調白茶け補正
レベルを計算したか否かを判定する。ＲＧＢ全てに対し、明暗強調白茶け補正レベルを計
算した場合（Ｓ３３においてＹＥＳ）、Ｓ１６に進む。また、ＲＧＢの少なくとも１つに
対し、明暗強調白茶け補正レベルを計算していない場合（Ｓ３３においてＮＯ）、Ｓ３１
に戻る。
【００９９】
　Ｓ１６において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ各色について各々、白茶け補正レ
ベル格納部の値に応じた所定のルックアップテーブル（ＬＵＴ）をルックアップテーブル
５から選択する。また、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ各色について各々、選択され
たルックアップテーブルを用いて、自ユニットを構成する明状態の輝度値、及び、暗状態
の輝度値を算出し、Ｓ１７に進む。
【０１００】
　明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を算出していないユニットが存在する場合（Ｓ
１７においてＹＥＳ）、Ｓ１４に戻る。ユニットが存在しない場合（Ｓ１７においてＮＯ
）、Ｓ１８に進む。
【０１０１】
　Ｓ１８において、インターフェイス回路２は、Ｓ１６において算出した各ユニットの明
状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を液晶駆動回路３に出力する。液晶駆動回路３は、
入力された各ユニットの明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を元に、各ユニットにつ
いて、ユニットを構成する画素の一部の輝度値が明状態の輝度値になり、ユニットを構成
する残りの画素の輝度値が暗状態の輝度値になるように、液晶パネル４の各画素に駆動電
圧を印加する。これにより液晶パネル４に全体画像が表示される。
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【０１０２】
　（実施例）
　本実施形態の１実施例について、図３、図７、図８、及び、図９を用いて説明する。な
お、本実施例において使用するパラメータの説明については、実施形態１の実施例の表１
、及び、表２において説明されているので省略する。
【０１０３】
　本実施例における液晶表示装置１の動作を具体的に説明する。なお、入力される映像信
号が表わす画像は、図９（ａ）の画像である。
【０１０４】
　液晶表示装置１のインターフェイス回路２は、画像の解像度変換を行う。
【０１０５】
　図８は、本実施形態に係る液晶表示装置において行われる、画像の解像度変換を示して
いる。
【０１０６】
　図８に示すように、本実施形態に係る液晶表示装置において、入力される映像信号が表
わす画像を構成する図８（ａ）の各画素が、図８（ｂ）のように、縦横それぞれ２倍され
る（ユニット）。次に得られた画像データを画像データ格納部７に格納する。また、所定
の明暗強調用マージン値は、予め画像データ格納部７に格納されている。本実施例におい
ては、明暗強調用マージン値＝０．３とする。
【０１０７】
　なお、本実施例において、図８（ｂ）の入力ユニットから明画像と暗画像とが作成、及
び、合成されて、図８（ｃ）の出力ユニットになることを示している。この場合、入力解
像度とユニット出力解像度とが等しくなるので、元画像の階調値と自ユニットの階調値と
が等しくなり、図３のＳ１１における各ユニット階調の算出を省略することができる。
【０１０８】
　次に、Ｓ１２において、インターフェイス回路２は、画像データ全体における最大輝度
階調、最小輝度階調、及び、平均輝度階調を算出する。本実施例において、Ｒの最大輝度
階調／Ｒの最小輝度階調／Ｒの平均輝度階調＝２００／０／１００である。なお算出は、
ＲＧＢ各色について行われるが、簡略のため、Ｒ一色に関する値のみを具体例として示す
。
【０１０９】
　Ｓ１３において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ各色について次の式に示すように
平均以上閾値、及び、平均以下閾値を算出する。ここでは、Ｒ一色についてのみ具体例を
示す。
【０１１０】
　　Ｒの平均以上閾値＝（Ｒの最大輝度階調－Ｒの平均輝度階調）＊明暗強調用マージン
値＋Ｒの平均輝度階調
　　Ｒの平均以下閾値＝Ｒの平均輝度階調－（Ｒの最大輝度階調－Ｒの平均輝度階調）＊
明暗強調用マージン値
すなわち、Ｒの平均以上閾値＝（２００－１００）＊０．３＋１００＝１３０、Ｒの平均
以下閾値＝１００－（２００－１００）＊０．３＝７０となる。
【０１１１】
　Ｓ１４において、インターフェイス回路２は処理対象のユニットを選択し、Ｓ１５にお
いて、選択したユニットに対して、インターフェイス回路２はＲＧＢ各色について明暗強
調白茶け補正レベルを計算し、白茶け補正レベルとする。白茶け補正レベルは以下の式で
表わされる。ここでは、Ｒ一色についてのみ具体例を示す。
Ｒの自ユニットの輝度階調＞Ｒの平均輝度階調の場合、
　　Ｒの白茶け補正レベル＝（Ｒの自ユニットの輝度階調―Ｒの平均輝度階調）／（Ｒの
平均以上閾値－Ｒの平均輝度階調）
Ｒの自ユニットの輝度階調＜Ｒの平均輝度階調の場合、
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　　Ｒの白茶け補正レベル＝（Ｒの自ユニットの輝度階調―Ｒの平均輝度階調）／｜（Ｒ
の平均以下閾値－Ｒの平均輝度階調）｜
Ｒの自ユニットの輝度階調＝Ｒの平均輝度階調の場合、
　　Ｒの白茶け補正レベル＝０
すなわち、選択したユニットが、Ｒの自ユニットの輝度階調＝１４０である場合、Ｒの白
茶け補正レベル＝（１４０－１００）／（１３０－１００）＝１．３３となる。
【０１１２】
　なお、上記のように白茶け補正レベルの値を直線補完によって求めるのではなく、自ユ
ニットの輝度階調値に対して重み付けをしてもよいし、補完しなくてもよい。
【０１１３】
　Ｓ１６において、インターフェイス回路２は、得られた白茶け補正レベルの値に基づい
て選択されたルックアップテーブル（ＬＵＴ）を用いて階調変換する。本実施例において
は、
　　白茶け補正レベル＜＝－１：－１のＬＵＴを使用
　　－１＜白茶け補正レベル＜０：－１のＬＵＴと０のＬＵＴとを直線補完して使用
　　白茶け補正レベル＝０：０のＬＵＴを使用
　　０＜白茶け補正レベル＜１：０のＬＵＴと１のＬＵＴとを直線補完して使用
　　１＜＝白茶け補正レベル：１のＬＵＴを使用
に従ってＬＵＴを選択する。ここで、Ｒの白茶け補正レベル＝１．３３であるので、１の
ＬＵＴを使用するが、自ユニットが、Ｒの自ユニットの輝度階調＝１４０の場合、図７に
示すように、１のＬＵＴの明輝度、及び、暗輝度は、それぞれ、１４０である。
【０１１４】
　なお、Ｓ１６において明輝度、及び、暗輝度を算出する際に、直線補完ではなく、重み
付けを行ってもよいし、補完を行わなくてもよい。
【０１１５】
　次にＳ１７において、明輝度、及び、暗輝度を算出していないユニットがあれば、Ｓ１
４に戻って次のユニットの処理を行い、なければ、最後にＳ１８において、インターフェ
イス回路２は、Ｓ１６において算出した各ユニットの明状態の輝度値、及び、暗状態の輝
度値を液晶駆動回路３に出力する。液晶駆動回路３は、入力された各ユニットの明状態の
輝度値、及び、暗状態の輝度値を元に、各ユニットについて、ユニットを構成する画素の
一部の輝度値が明状態の輝度値になり、ユニットを構成する残りの画素の輝度値が暗状態
の輝度値になるように、液晶パネル４の各画素に駆動電圧を印加する。これにより液晶パ
ネル４に全体画像が表示される。
【０１１６】
　（適用結果）
　図９（ｂ）は、図９（ａ）の画像のうち右半分を上記のアルゴリズムを用いて変換する
と共に、左半分を従来の手法を用いて変換して得られた画像を斜めから見た場合の画像で
ある。また、図９（ｃ）は、図９（ａ）の画像のうち右半分を上記のアルゴリズムを用い
て変換すると共に、左半分を従来の手法を用いて変換して得られた画像を正面から見た場
合の画像である。図９（ｂ）の画像の右半分を見るとわかるとおり、画像全体の階調デー
タを読み取り、その平均よりも明るい場合には、白茶け補正を最小にし、その平均よりも
暗い場合には、白茶け補正を最大とすることにより、斜めから見ても輝度があまり下がら
ず、メリハリのある画像を表示することができる。
【０１１７】
　〔実施形態３〕
　本発明に係る液晶表示装置のさらに別の一実施形態について図１、図４、図６～図８、
及び、図１０を用いて説明する。
【０１１８】
　（液晶表示装置１の構成）
　本実施形態に係る液晶表示装置１の構成について図１を参照して以下に説明する。図１
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は、液晶表示装置１の要部構成を表わすブロック図である。液晶表示装置１は、システム
装置１０から入力される映像信号に基づいて、画像を構成する各ユニットについて、自ユ
ニットに隣接する画像データの特性値（最大輝度値、最小輝度値、及び、平均輝度値など
）、及び、ユニット自身の輝度値を算出する。液晶表示装置１は、算出された自ユニット
に隣接する画像の特性値、及び、自ユニットの輝度値を基に、使用するルックアップテー
ブルを選択して２つの輝度値（高輝度値、及び、低輝度値）を算出し、各ユニットについ
て、ユニットを構成する画素を、算出した高輝度値を持つ画素と低輝度値を持つ画素とに
変換して表示する。
【０１１９】
　液晶表示装置１は、インターフェイス回路２、液晶駆動回路３、液晶パネル４、ルック
アップテーブル５、白茶け補正レベル格納部６、及び、画像データ格納部７を備えている
。
【０１２０】
　（液晶表示装置１の動作）
　本実施形態に係る液晶表示装置１の動作について図４、及び、図６を用いて説明する。
図４は、システム装置１０から液晶表示装置１に映像信号が入力された場合における液晶
表示装置１の動作を表わすフローチャートである。また、図６は、図４のフローチャート
から呼び出されるサブルーチンのフローチャートである。
【０１２１】
　Ｓ２１において、インターフェイス回路２は、システム装置１０から入力された映像信
号を受信すると、受信した映像信号に基づいて得られる画像について、画像の解像度変換
を行う。画像の解像度変換を行った後、画像を構成する各ユニットについてＲＧＢ各色の
輝度値を算出する。また、画像データを画像データ格納部７に格納してＳ２２に進む。ユ
ニットの説明については、実施形態１において行っているので省略する。
【０１２２】
　Ｓ２２において、インターフェイス回路２は、画像を構成する複数のユニットの中から
、まだ輪郭強調白茶け補正レベルを計算していないユニットを１つ選択し、Ｓ２３の輪郭
強調白茶け補正レベル計算処理サブルーチンに進む。Ｓ２３は、図６におけるＳ４１～Ｓ
４５に対応する。
【０１２３】
　Ｓ４１において、インターフェイス回路２は、画像データ格納部７に格納した画像デー
タのうち自ユニットに隣接する画像を用いて、ＲＧＢ各色に対する、自ユニットに隣接す
る画像データの特性値（最大輝度値、最小輝度値、及び、平均輝度値）を計算し、Ｓ４２
に進む。ここで、これらの特性値は輪郭強調用の白茶け補正のために使用される。Ｓ４２
において、インターフェイス回路２は、Ｓ４１において計算した特性値、及び、所定の輪
郭強調用マージン値を用いて、ＲＧＢ各色に対する平均以上閾値、及び、平均以下閾値を
算出する。
【０１２４】
　Ｓ４３において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢの中で輪郭強調白茶け補正レベル
を計算していない色のうちいずれか１色に対し、Ｓ４１において算出した自ユニットに隣
接する画像の特性値、及び、自ユニットの輝度値、並びに、Ｓ４２において算出した平均
以上閾値、及び、平均以下閾値を用いて、輪郭強調白茶け補正レベルを計算し、Ｓ４４に
進む。Ｓ４４において、インターフェイス回路２は、白茶け補正レベル格納部６の値を０
にした後、Ｓ４３において計算した明暗強調白茶け補正レベルの値を加算し、Ｓ４５に進
む。
【０１２５】
　Ｓ４５において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ全てに対し、輪郭強調白茶け補正
レベルを計算したか否かを判定する。ＲＧＢ全てに対し、輪郭強調白茶け補正レベルを計
算した場合（Ｓ４５においてＹＥＳ）、Ｓ２４に進む。また、ＲＧＢの少なくとも１つに
対し、輪郭強調白茶け補正レベルを計算していない場合（Ｓ４５においてＮＯ）、Ｓ４３
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に戻る。
【０１２６】
　Ｓ２４において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ各色について各々、白茶け補正レ
ベル格納部の値に応じた所定のルックアップテーブル（ＬＵＴ）をルックアップテーブル
５から選択する。また、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ各色について各々、選択され
たルックアップテーブルを用いて、自ユニットを構成する明状態の輝度値、及び、暗状態
の輝度値を算出し、Ｓ２５に進む。
【０１２７】
　明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を算出していないユニットが存在する場合（Ｓ
２５においてＹＥＳ）、Ｓ２２に戻る。ユニットが存在しない場合（Ｓ２５においてＮＯ
）、Ｓ２６に進む。
【０１２８】
　Ｓ２６において、インターフェイス回路２は、Ｓ２４において算出した各ユニットの明
状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を液晶駆動回路３に出力する。液晶駆動回路３は、
入力された各ユニットの明状態の輝度値、及び、暗状態の輝度値を元に、各ユニットにつ
いて、ユニットを構成する画素の一部の輝度値が明状態の輝度値になり、ユニットを構成
する残りの画素の輝度値が暗状態の輝度値になるように、液晶パネル４の各画素に駆動電
圧を印加する。これにより液晶パネル４に全体画像が表示される。
【０１２９】
　（実施例）
　本実施形態の１実施例について、図４、図７、図８、及び、図１０を用いて説明する。
なお、本実施例で使用するパラメータの説明については、実施形態１の実施例の表１、及
び、表２において説明されているので省略する。
【０１３０】
　本実施例における液晶表示装置１の動作を具体的に説明する。なお、入力される映像信
号が表わす画像は、図１０（ａ）の画像である。
【０１３１】
　まず、液晶表示装置１のインターフェイス回路２は、画像の解像度変換を行う。
【０１３２】
　図８は、本実施形態に係る液晶表示装置において行われる、画像の解像度変換を示して
いる。
【０１３３】
　図８に示すように、本実施形態に係る液晶表示装置において、入力される映像信号が表
わす画像を構成する図８（ａ）の各画素が、図８（ｂ）のように、縦横それぞれ２倍され
る（ユニット）。次に得られた画像データを画像データ格納部７に格納する。また、輪郭
強調用マージン値は、予め画像データ格納部７に格納されている。本実施例においては、
輪郭強調用マージン値＝０．１とする。
【０１３４】
　なお、本実施例において、図８（ｂ）の入力ユニットから明画像と暗画像とが作成、及
び、合成されて、図８（ｃ）の出力ユニットになることを示している。この場合、入力解
像度とユニット出力解像度とが等しくなるので、元画像の階調値と自ユニットの階調値と
が等しくなり、図４のＳ２１における各ユニット階調の算出を省略することができる。
【０１３５】
　次に、Ｓ２２において、インターフェイス回路２は、処理対象のユニットを選択する。
Ｓ２３において、選択したユニットに対して、ＲＧＢ各色について輪郭強調白茶け補正レ
ベルを計算する。Ｓ２３は図６のＳ４１～Ｓ４５に対応する。
【０１３６】
　まず、Ｓ４１において、インターフェイス回路２は、自ユニットに隣接する画像におけ
る最大輝度階調、最小輝度階調、及び、平均輝度階調を算出する。処理している自ユニッ
トにおいて、Ｒの最大輝度階調／Ｒの最小輝度階調／Ｒの平均輝度階調＝２００／１００
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／１５０であるとする。なお算出は、ＲＧＢ各色について行われるが、簡略のため、Ｒ一
色に関する値のみを具体例として示す。
【０１３７】
　次に、Ｓ４２において、インターフェイス回路２は、ＲＧＢ各色について次の式に示す
ように平均以上閾値、及び、平均以下閾値を算出する。ここでは、Ｒ一色についてのみ具
体例を示す。
【０１３８】
　　Ｒの平均以上閾値＝（Ｒの最大輝度階調－Ｒの平均輝度階調）＊輪郭強調用マージン
値＋Ｒの平均輝度階調
　　Ｒの平均以下閾値＝Ｒの平均輝度階調－（Ｒの最大輝度階調－Ｒの平均輝度階調）＊
輪郭強調用マージン値
すなわち、Ｒの平均以上閾値＝（２００－１５０）＊０．１＋１５０＝１５５、Ｒの平均
以下閾値＝１５０－（２００－１５０）＊０．１＝１４５となる。
【０１３９】
　Ｓ４３において、インターフェイス回路２は、自ユニットに対して、ＲＧＢ各色につい
て輪郭強調白茶け補正レベルを計算する。白茶け補正レベルは以下の式で表わされる。こ
こでは、Ｒ一色についてのみ具体例を示す。
Ｒの自ユニットの輝度階調＞Ｒの平均輝度階調の場合、
　　Ｒの白茶け補正レベル＝（Ｒの自ユニットの輝度階調―Ｒの平均輝度階調）／（Ｒの
平均以上閾値－Ｒの平均輝度階調）
Ｒの自ユニットの輝度階調＜Ｒの平均輝度階調の場合、
　　Ｒの白茶け補正レベル＝（Ｒの自ユニットの輝度階調―Ｒの平均輝度階調）／｜（Ｒ
の平均以下閾値－Ｒの平均輝度階調）｜
Ｒの自ユニットの輝度階調＝Ｒの平均輝度階調の場合、
　　Ｒの白茶け補正レベル＝０
すなわち、選択したユニットが、Ｒの自ユニットの輝度階調＝１４０である場合、Ｒの白
茶け補正レベル＝（１４０－１５０）／｜（１４５－１５０）｜＝―２となる。
【０１４０】
　なお、上記のように白茶け補正レベルの値を直線補完によって求めるのではなく、自ユ
ニットの輝度階調値に対して重み付けをしてもよいし、補完しなくてもよい。
【０１４１】
　Ｓ２４において、得られた白茶け補正レベルの値に基づいて、選択されたルックアップ
テーブル（ＬＵＴ）を用いて階調変換する。本実施例においては、
　　白茶け補正レベル＜＝－１：－１のＬＵＴを使用
　　－１＜白茶け補正レベル＜０：－１のＬＵＴと０のＬＵＴとを直線補完して使用
　　白茶け補正レベル＝０：０のＬＵＴを使用
　　０＜白茶け補正レベル＜１：０のＬＵＴと１のＬＵＴとを直線補完して使用
　　１＜＝白茶け補正レベル：１のＬＵＴを使用
に従ってＬＵＴを選択する。ここで、Ｒの白茶け補正レベル＝―２であるので、－１のＬ
ＵＴを使用するが、自ユニットが、Ｒの自ユニットの輝度階調＝１４０の場合、図７に示
すように、－１のＬＵＴの明輝度、及び、暗輝度は、それぞれ、１９０、及び、２４であ
る。
【０１４２】
　なお、Ｓ２４において明輝度、及び、暗輝度を算出する際に、直線補完ではなく、重み
付けを行ってもよいし、補完を行わなくてもよい。
【０１４３】
　次にＳ２５において、明輝度、及び、暗輝度を算出していないユニットがあれば、Ｓ２
２に戻って次のユニットの処理を行い、なければ、最後にＳ２６において、インターフェ
イス回路２は、Ｓ２４において算出した各ユニットの明状態の輝度値、及び、暗状態の輝
度値を液晶駆動回路３に出力する。液晶駆動回路３は、入力された各ユニットの明状態の
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輝度値、及び、暗状態の輝度値を元に、各ユニットについて、ユニットを構成する画素の
一部の輝度値が明状態の輝度値になり、ユニットを構成する残りの画素の輝度値が暗状態
の輝度値になるように、液晶パネル４の各画素に駆動電圧を印加する。これにより液晶パ
ネル４に全体画像が表示される。
【０１４４】
　（適用結果）
　図１０（ｂ）は、図１０（ａ）の画像のうち右半分を上記のアルゴリズムを用いて変換
すると共に、左半分を従来の手法を用いて変換して得られた画像を斜めから見た場合の画
像である。また、図１０（ｃ）は、図１０（ａ）の画像のうち右半分を上記のアルゴリズ
ムを用いて変換すると共に、左半分を従来の手法を用いて変換して得られた画像を正面か
ら見た場合の画像である。自ユニットと隣り合う画素の輝度の平均値を比較し、自ユニッ
トの輝度が、隣り合う画素の輝度の平均値よりも大きければ、白茶け補正を小さくする。
また、自ユニットの輝度が隣り合う画素の輝度の平均値よりも小さければ、白茶け補正を
大きくする。これにより、輪郭が強調され、メリハリのある画像を表示することができる
。
【０１４５】
　（液晶表示装置１の利点）
　以上のように本発明の各実施形態に係る液晶表示装置は、各ユニットにおいて自ユニッ
トに隣接する画像の特性値、または、画像全体の特性値の少なくとも一方を算出し、算出
した特性値に基づいて画像を変換するので、各画素において隣接する１からｎ個の画素の
輝度を１つ１つ参照して画像を変換することに比べて、斜めから見ても白茶け現象がなく
、色ずれのない画像を高速で変換することができる。
【０１４６】
　（プログラム、記録媒体）
　また、液晶表示装置（画像変換装置）１に含まれている各ブロックは、ハードウェアロ
ジックによって構成すればよい。または、次のように、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏ
ｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）を用いてソフトウェアによって実現してもよい。
【０１４７】
　すなわち、液晶表示装置１は、各機能を実現する制御プログラムのプログラムコード（
実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログラム）をコンピュータで読み
取り可能に記録していればよい。液晶表示装置１（またはＣＰＵやＭＰＵ）が、供給され
た記録媒体に記録されているプログラムコードを読み出し、実行すればよい。
【０１４８】
　プログラムコードを液晶表示装置１に供給する記録媒体は、たとえば、磁気テープやカ
セットテープ等のテープ系、フロッピー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気
ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク
系、ＩＣカード（メモリカードを含む）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ
／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッシュＲＯＭ等の半導体メモリ系などとすることがで
きる。
【０１４９】
　また液晶表示装置１は、通信ネットワークと接続可能に構成しても、本発明の目的を達
成できる。この場合、上記のプログラムコードを、通信ネットワークを介して液晶表示装
置１に供給する。この通信ネットワークは、液晶表示装置１にプログラムコードを供給で
きるものであればよく、特定の種類または形態に限定されない。たとえば、インターネッ
ト、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、
移動体通信網、衛星通信網等であればよい。
【０１５０】
　この通信ネットワークを構成する伝送媒体も、プログラムコードを伝送可能な任意の媒
体であればよく、特定の構成または種類のものに限定されない。たとえば、ＩＥＥＥ１３
９４、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）、電力線搬送、ケーブルＴ
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Ｖ回線、電話線、ＡＤＳＬ（Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂ
ｅｒ　Ｌｉｎｅ）回線などの有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外線、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回線、地上波デジ
タル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明は、上記プログラムコードが電子的な
伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号の形態でも実現され
得る。
【０１５１】
　（付記事項）
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【０１５２】
　また、各実施形態において、特性値として最大輝度値、最小輝度値、及び、平均輝度値
を用いた場合を例に実施例の説明を行ったが、特性値は、これらに限られるものではない
。例えば、特性値に、輝度の中央値、輝度の最頻値、または、最大輝度値と最小輝度値と
の平均値を含んでも良い。
【産業上の利用可能性】
【０１５３】
　本発明に係る画像変換装置は、大画面の液晶テレビなど、大人数で見ることが想定され
、角度のないところから画面を見ることが想定される機器に適用するなど、幅広く利用す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１５４】
【図１】本発明の実施形態１～３に係る液晶表示装置の要部構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明の実施形態１に係る液晶表示装置の動作を表わすフローチャートである。
【図３】本発明の実施形態２に係る液晶表示装置の動作を表わすフローチャートである。
【図４】本発明の実施形態３に係る液晶表示装置の動作を表わすフローチャートである。
【図５】本発明の実施形態１、及び、２から呼び出されるサブルーチンのフローチャート
である。
【図６】本発明の実施形態１、及び、３から呼び出されるサブルーチンのフローチャート
である。
【図７】本発明の実施形態１～３の各実施例で使用するルックアップテーブル（ＬＵＴ）
を示す図である。
【図８】本発明の実施形態１～３の各実施例で使用される、画像の解像度変換、及び、入
力ユニットを低輝度画素、高輝度画素で構成される出力ユニットに変換することを示す図
である。
【図９】同一の風景画像を左右に並べて合成した画像、該合成した画像の右半分に対して
本発明の実施形態２の実施例における画像変換を適用するとともに、該合成した画像の左
半分に対して従来の手法を適用して得られた画像を斜めから見た場合の画像、及び、該得
られた画像を正面から見た場合の画像からなる図である。
【図１０】同一の風景画像を左右に並べて合成した画像、該合成した画像の右半分に対し
て本発明の実施形態３の実施例における画像変換を適用するとともに、該合成した画像の
左半分に対して従来の手法を適用して得られた画像を斜めから見た場合の画像、及び、該
得られた画像を正面から見た場合の画像からなる図である。
【図１１】同一の風景画像を左右に並べて合成した画像、該合成した画像の右半分に対し
て本発明の実施形態１の実施例における画像変換を適用するとともに、該合成した画像の
左半分に対して従来の手法を適用して得られた画像を斜めから見た場合の画像、及び、該
得られた画像を正面から見た場合の画像からなる図である。
【図１２】従来技術において、画像変換処理を行わずに入力画像をそのまま表示した場合
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【図１３】従来技術において、画像変換処理を行わずに入力画像をそのまま表示した場合
において、正面から見た場合の画像と、斜めから見た場合の画像との差異を示す図である
。
【図１４】従来技術において、画像変換処理を行わずに入力画像をそのまま表示した場合
における様々な角度から画像を見た場合の階調－輝度特性と、中間調領域を低輝度画素と
高輝度画素を組み合わせた画像に変換して表示した場合における斜め６０度から画像を見
た場合の階調－輝度特性とを比較した図ある。
【図１５】従来技術において、中間調領域を低輝度画素と高輝度画素を組み合わせた画像
に変換して表示した場合に、正面から見た場合の画像と、斜めから見た場合の画像との差
異を示す図である。
【図１６】本発明の各実施形態において使用されるユニットの概念について説明する図で
ある。
【図１７】従来技術において、中間調領域を低輝度画素と高輝度画素を組み合わせた画像
に変換して表示した場合に、画像変換処理を行わない場合に比べて中間調領域の輝度が下
がることを説明する輝度－階調特性の図である。
【図１８】従来技術において、中間調領域を低輝度画素と高輝度画素を組み合わせた画像
に変換して表示し、斜めから見た場合の画面と画像変換処理を行わない場合の画面との差
異を示す図である。
【図１９】従来技術の別の画像処理方法において、画素を構成するＲＧＢの各サブピクセ
ルに適用するルックアップテーブル（ＬＵＴ）を選択する動作を示すフローチャートであ
る。
【図２０】従来技術の別の画像処理方法を適用した例において使用される入力画像、及び
、出力画像である。
【符号の説明】
【０１５５】
　１　　　液晶表示装置（画像変換装置）
　２　　　インターフェイス回路
　３　　　液晶駆動回路
　４　　　液晶パネル
　５　　　ルックアップテーブル
　６　　　白茶け補正レベル格納部
　７　　　画像データ格納部
　１０　　システム装置
　２１　　赤のサブピクセル
　２１a　高輝度の赤のサブピクセル
　２１ｂ　低輝度の赤のサブピクセル
　２２　　緑のサブピクセル
　２２a　高輝度の緑のサブピクセル
　２２ｂ　低輝度の緑のサブピクセル
　２３　　青のサブピクセル
　２３a　高輝度の青のサブピクセル
　２３ｂ　低輝度の青のサブピクセル
　３１　駆動電圧１Ｖの画素で構成される画像領域
　３２　駆動電圧３Ｖの画素で構成される画像領域
　３３　駆動電圧５Ｖの画素で構成される画像領域
　４１　駆動電圧１Ｖの画素で構成される画像領域
　４２　駆動電圧１Ｖの画素と駆動電圧５Ｖの画素とから構成される画像領域
　４３　駆動電圧５Ｖの画素で構成される画像領域
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摘要(译)

解决的问题：实现一种图像转换装置，该图像转换装置用于将输入图像
转换为倾斜观察时可以识别的图像，并且该图像没有高速的色偏。 本发
明的液晶显示装置（图像转换装置）1使得对于形成由从外部输入的图像
信号表示的图像的每个单元，整个图像的特性值与其相邻的单元相邻。 
使用图像的特征值和自身单位的亮度值中的至少一个来选择要使用的查
找表，并且使用所选择的查找表输入的图像信号被用作表示明亮图像的
图像信号。 以及接口电路2，其用于转换为表示暗图像的图像信号，以
及液晶驱动电路，用于基于通过转换而获得的图像信号来合成亮图像和
暗图像，并将该图像显示在液晶面板4上。 由于设置了3，因此可以在用
户倾斜查看显示内容时对其进行识别，并且可以将图像高速转换为没有
颜色重合失调的图像。 [选型图]图1
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